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新聞』 1984.6. 22) 
この型の連文では，後文は，前文の一部，あるいは全体に説明をつけ加える。
本稿では，接続詞の想定がむずかしい二文のうち，③の説明付加型の連文を取り上げ，












(10) 二月の十四日には I雪国らしい子供の年中行事である 1 鳥追い祭がある。


























ついて軽重がわかる官僚を育てるねらいだった。（『朝日新聞』 1984.6. 23) 
(16)は，後文が，「答申を出した」ねらいを説明するもので， 同じく，次のように一文にで
きる。















（『読売新聞』 1984.10. 18) 
伽）の連文は，次のような一文が基底にあると考えられる。
⑫1) Iシルバーシートに座った青年が，老人を見ないようにして，漫画本に読みふけっ















































































































































































(39) I 第一文 I——• I 第三文 1 



















六日間連続で行なう。（『朝日新聞』 1987.1. 19) 











































宮地裕， 1960,「文脈と文法」『講座解釈と文法』 7, 明治書院
例文出典
『朝日新聞』朝日新聞東京本社
『毎日新聞』毎日新聞東京本社
『読売新聞』読売新聞東京本社
永六輔『妻一人娘二人猫五匹』中公文庫， 1977
川端康成『雪国』角川文庫， 1956
志賀直哉『暗夜行路』角川文庫， 1967
夏目漱石『文鳥・夢十夜』新潮文庫， 1976
星新一『ボッコちゃん』新潮文庫， 1971
山室静『新編世界むかし話集 1』教養文庫， 1976
（筑波大学修士課程地域研究研究科日本研究卒業）
- 19 -
